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地
域
商
工
業
者
の
中
枢
能
を
巣
た
す
セ
ン
タ
ー
と
し
て
昨
年
末
に
竣
工
し
条
良
商
工
会

議
所
会
館
、
今
年
で
一
年
目
。
立
派
な
会
議
所
活
動
の
拠
点
と
し
て
又
商
工
業
者
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
一
般
市
民
の
方
々
の
福
祉
増
進
に
も
役
立
っ
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
地
域
の
健
全
な

発
展
に
寄
与
す
る
、
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
昨
今
の
不
況
の
あ
お
り
を
う
け
、
会
館
建
設
資
金
面
で
問
題
を
残
し
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。

こ
の
難
問
題
に
対
処
す
る
べ
く
、
九
月
一
日
開
催
の
第
五
十
八
回
臨
時
議
員
総
会
区
お
V

て
、
会
館
対
策
実
行
委
旦
(
近
東
弘
七
委
員
長
)
の
設
置
が
決
議
さ
れ
、
積
極
的
に
動
き
出

す
こ
と
に
な
っ
た
。

今
回
の
卸
九
十
四
四
般
員
会
並
び
に
讐
十
九
回
醐
時
議
県
零
で
は
、
会
館
対
策
実
行

委
員
会
の
審
議
経
過
と
、
会
館
建
設
資
金
の
拠
出
方
法
、
倶
楽
部
等
に
つ
き
報
告
が
な
さ
れ
今

後
一
層
会
館
荏
資
金
対
策
に
釡
力
を
あ
げ
、
一
日
も
早
く
正
常
な
会
議
盟
祭
出
来
る
よ

う
努
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

会
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概
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最
近
の
社
<
稔
済
情
勢
ば
ま
t
ま
t
厳
し
さ
を
加
え
て
お
り
、
税
務
喋
境
面
で
も
い
ろ
い
ろ
媒
闇
が
山

柚
し
て
お
り
ま
す
。

し
力
し
こ
の
よ
う
な
時
期
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
税
務
の
小
立
性
を
守
り
、
税
務
に
対
ナ
る
納
税
者
の

伝
頼
を
硫
立
し
て
し
く
努
力
が
、
,
せ
ひ
必
"
<
で
あ
る
と
吉
え
て
お
り
ま
す
。

Π
徐
的
な
心
桝
え
と
し
て
「
公
正
」
と
「
親
W
L
 
を
基
本
と
し
た
出
鴨
執
行
を
行
う
よ
う
努
め
て
お
り

、

と

ユ

奈
良
税
務
署
長

二

税
務
行
政
の
使
命
は
今
さ
ら
小
上
け
る
ま
で
も
な
く
迪
正
な
課
税
、
そ
し
て
申
告
納
税
制
度
の
確
立
に

あ
り
ま
す
0

「
納
税
者
自
し
迅
ん
で
適
正
な
申
告
と
納
税
を
行
う
」
小
告
納
税
制
度
は
着
々
と
浸
透
し
て
き
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
を
更
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
広
く
納
税
名
の
比
様
に
税
を
正
し
く
理
解
し
て
し
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
二
ば
、
納
税
者
と
税
窃
当
局
と
が
親
し
く
話
し
介
し
の
で
き
る
よ
う
な
「
対
話
の
場
」
と
そ

の
「
環
境
」
を
つ
く
つ
て
お
互
し
の
信
頼
と
理
解
を
深
め
、
ま
た
一
方
恕
質
な
納
^
者
に
は
厳
し
い
態
度

く
の
ぞ
力
こ
と
に
ょ
り
、
課
税
の
ハ
ム
平
を
図
り
明
る
し
納
税
環
境
を
醸
成
t
る
必
要
か
あ
り
ま
す
。

当
署
で
は
、
皆
様
の
御
協
力
を
得
て
、
各
種
税
法
説
明
会
南
催
す
る
等
、
税
知
勢
普
及
、
税
鴉
繪

・
腿
会
計
出
務
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
「
親
し
ま
れ
る
税
務
署
L
 
と
し
て
、
納
税
者
の
牙
に
な
っ
て
の

税
務
醍
欣
の
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
し
ま
す
。

ち
な
み
に
、
木
年
七
打
よ
り
当
署
に
「
大
阪
国
税
局
税
務
梨
峽
室
L
 
が
開
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
専

門
の
^
^
'
^
艮
が
、
あ
ら
ゆ
る
^
に
鬨
^
る
^
^
欣
に
」
^
じ
、
^
^
^
9
^
^
に
な
っ
て
^
^
な
ら
ぬ
^
ば
法
^

な
節
税
等
を
ぢ
ぇ
、
併
せ
て
税
の
苫
及
を
図
っ
て
お
り
、
三
利
用
さ
れ
る
方
が
炊
第
に
増
え
て
き
て
お

り
ま
と
0

厳
L
し
現
在
の
羅
済
状
勢
下
に
あ
っ
て
、
私
逹
は
税
務
画
で
の
不
満
を
で
き
る
だ
け
な
く
し
、
納
得
の

し
く
納
税
が
で
き
る
よ
う
な
明
る
い
納
税
環
境
を
つ
く
0
て
し
く
よ
う
私
極
的
に
取
細
ん
で
い
ま
ナ
。

ど
ぅ
か
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
税
務
行
政
の
使
人
叩
か
円
滑
に
推
靴
一
で
き
ま
t
よ
う
、
今
後
と
も

儁
^
の
劉
恊
力
を
^
^
い
申
^
^
ま
^
。

最
後
に
,
諦
工
<
叢
所
の
ま
す
ま
す
の
御
発
朕
と
会
R
各
位
の
御
繁
栄
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
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去
る
寸
一
村
寸
七
日
、
午
後
一
時
三
十
分
力
ら
の
鋪
九
寸
四

県
謡
貝
会
に
統
き
、
同
三
時
よ
り
第
五
十
九
回
臨
時
議
員
総

会
が
上
則
、
{
際
、
小
林
名
副
会
頭
は
じ
め
大
東
議
員
ほ
か
五

十
九
名
(
う
ち
姿
任
状
欝
三
十
二
名
)
の
出
席
に
ょ
り
開
催

さ
れ
た
。
奨
お
議
水
概
要
は
次
の
と
船
り
。

報
告
事
項

①

常
議
員
議
員
一
部
異
動
に
つ
い
て

y
纏
員
に
而
嘉
尿
氏
'
三
器
*
御
社
祭
九
打
四

日
什
で
就
任
。

▽
議
員
に
吉
鬮
元
氏
・
奈
'
艮
張
タ
ク
シ
ー
鵠
専
務
取
締

役
に
代
b
つ
て
越
守
辻
氏
・
祠
社
社
長
誕
任
(
九
打
二

十
四
Π
什
)
星
U
、
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J
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,

三
^
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゛
.

氏

'一
「

(

2
 
会
館
建
設
資
金
対
策
に
つ
い
て

佃
会
館
対
策
実
行
委
員
会
経
過
点
畿
員
、
監
事
、
議
員

の
会
館
荏
資
金
の
負
担
に
つ
い
て

本
件
に
つ
い
て
は
、
前
五
十
八
回
の
議
岬
黒
会
に
於
て
設
置

す
る
こ
と
に
な
う
九
会
館
対
策
実
行
委
員
会
の
蕃
議
経
過
と
概

要
を
炊
の
通
り
報
告
さ
れ
一
同
了
承
さ
れ
た
。

常
議
員
、
監
事
、
議
員
に
対
す
る
負
担
割
合
を
定
め
、
そ
の

拠
川
法
力
は
、
寄
付
金
、
特
別
協
螢
金
立
た
は
供
楽
部
入
会
金

の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
等
を
組
合
力
せ
た
方
法
に
ょ
っ

て
分
担
す
る
。
ま
た
、
新
九
に
議
員
、
ψ
器
貝
と
な
る
も
の
の

負
U
も
定
め
、
役
員
議
員
各
位
に
は
↓
県
に
ご
逑
惑
な
が
ら
ど
M

力
を
戴
く
。

同
奈
良
商
工
会
議
所
汝
好
供
楽
部
の
設
立
概
要
案
に
つ
い

て

本
件
は
、
十
一
打
七
Π
開
催
P
鏘
四
回
会
館
刈
策
・
灸
打
委
負

会
に
溌
い
て
秤
ん
協
議
の
乢
奨
同
俣
楽
部
準
備
委
員
会
(
西

田
誠
宏
委
員
長
、
植
原
一
光
製
旦
、
委
員
十
二
名
)
を
設

立
L
、
倶
楽
部
壁
'
に
努
力
す
る
。

以
上
の
件
に
つ
し
て
快
重
審
議
さ
れ
、
今
後
も
会
館
建
設
資

金
対
策
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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マ
議
員
に
池
田
武
夫
氏
・
大
和
獣
器
支
店
長
の
栄
転
に

と
も
な
い
新
支
店
長
の
吉
野
正
人
氏
盆
任
(
十
一
円
十

四
1
)
【
写
真
〕

リ
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i
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秋
の
叙
勲
祝
賀
会
も
開
催

祠
議
黒
倉
了
後
、
五
階
大
ホ
ー
ル
に
お
し
て
、
当
所
談

員
関
係
で
、
秋
の
叙
勢
栄
袿
浴
さ
れ
た
力
々
の
祝
賀
余

催
さ
れ
、
宮
び
を
と
も
に
し
た
。

d
蚕
者
は
汰
の
三
氏

)2
、
業
務
概
要
(
七
月
t
十
月
)
報
告
に
つ
い
て

以
上
、
卞
務
局
よ
り
繋
口
か
な
さ
れ
、
こ
れ
を
了
水
、
恊
議

*
項
に
人
る
。

協
議
譲
項

常
議
員
補
欠
選
任
に
つ
い
て

①
▽
冨
璽
弘
氏
(
元
奈
良
小
伝
用
金
如
妥
・
帯
臂
)

邪

の
辞
任
に
と
も
な
う
"
畿
員
袖
欠
送
任
に
つ
い
て
は
、

財
部
会
に
一
任
。

y
纏
員
吉
岡
二
鄭
氏
か
ら
越
・
1
氏
倫
員
職
務
交
代
に

と
も
な
う
常
議
員
補
崟
任
に
つ
い
て
は
、
越
守
達
氏
(
奈

良
張
タ
ク
シ
ー
鵬
社
長
)
、
術
議
員
に
選
任
さ
れ
た
。
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こ
の
た
ひ
、
凶
民
金
熨
厶
庫
で
は
新
九
な
融
資
制
度
と
し
て

の
れ
ん
分
け
資
金
触
質
捌
度
(
正
式
に
は
「
従
業
員
独
立
開
業

資
金
貸
付
」
と
い
V
ま
す
)
を
設
け
、
七
月
一
日
か
ら
申
込
み

の
受
付
を
開
始
L
ま
し
九
の
で
、
そ
の
概
馨
に
つ
い
て
鮪
単

に
ご
紹
介
し
て
み
九
い
と
思
い
ま
す
。

【
制
度
の
趣
旨
】

ヰ
小
<
業
の
働
い
て
い
ゑ
条
貝
の
な
か
に
は
、
将
来
独
立

し
て
*
業
の
耕
者
と
な
る
こ
と
烹
し
て
お
ら
れ
る
力
が
多

い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
独
・
y
し
て
開
業
す
る
た
め
に
は

多
額
の
資
金
を
"
と
し
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
方
の
多
く
は
資

金
の
禁
積
や
資
金
の
朋
述
力
も
十
分
で
な
い
た
め
に
、
独
立
し

て
剛
業
す
る
こ
と
は
大
変
む
づ
か
し
い
状
況
に
あ
る
の
が
現
実

で
あ
る
と
い
っ
て
ょ
ろ
し
い
で
し
よ
う
。

そ
こ
で
、
中
小
<
業
に
一
定
期
間
以
上
継
統
L
驫
用
さ
れ

独
立
開
業
患
し
て
お
ら
れ
る
方
に
対
し
て
、
新
た
に
開
業
す

る
た
め
に
必
要
な
資
金
を
融
資
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
従
業
員
に

独
立
開
業
の
道
を
嗣
ミ
同
時
に
企
誓
対
し
て
は
、
従
業
員

の
影
意
欲
と
定
荏
の
向
上
な
ど
零
の
安
定
に
資
す
る
こ

と
を
Π
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
の
か
こ
の
「
の
れ
ん
分
け
資
金

融
資
制
度
」
で
あ
り
ま
t
。

な
船
、
独
立
し
て
新
た
に
開
業
し
よ
う
と
す
る
力
に
対
す
る

資
金
の
貸
付
は
、
今
回
,
初
め
て
取
扱
う
こ
と
と
し
た
も
の
で
は

な
く
、
従
来
か
ら
一
般
の
貸
付
で
取
扱
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
一
定
の
要
件
を
"
す
場
合
に
限

り
、
井
に
優
遇
的
挑
置
を
誥
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。【

融
資
を
受
け
る
資
格
】

こ
の
制
度
を
ご
利
用
で
き
る
方
は
、
小
小
璽
の
従
誓
で

現
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
企
業
と
同
一
の
業
種
の
町
業
を
新
た
に

営
も
う
と
す
る
力
璽
呂
潛
の
ビ
謬
鐙
除
き
ま
す
(
注
)

一
)
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
t
る
方
で
t
。

ア
、
現
在
の
勤
務
先
で
あ
る
中
小
企
ぎ
継
統
L
て
八
年
以
上

勤
務
さ
れ
て
い
る
二
十
八
才
以
上
の
方
。

イ
、
現
在
の
勤
務
先
で
あ
る
小
小
企
業
に
継
統
し
て
五
年
以
上

鋤
務
さ
れ
て
い
る
三
十
才
以
上
の
方
で
あ
っ
て
、
現
在
の
勤

務
先
の
<
業
と
同
一
案
種
に
屈
す
る
企
き
通
算
し
て
十

年
以
上
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
。

(
注
)
一
、
響
者
の
ご
武
等
と
は
次
の
者
を
し
い
立
す
。

事
茎
(
法
人
企
業
の
場
合
は
代
喪
者
及
び
そ
の
三
親
等
内

の
親
族
で
あ
る
役
貝
を
含
む
)
及
び
そ
の
配
偶
者
な
ら
び
に
、

こ
れ
ら
の
者
の
三
親
等
内
の
親
族
及
び
そ
の
配
偶
者
。

な
お
、
環
境
衛
生
金
融
公
座
の
貸
付
対
象
業
種
(
飲
食
店

旅
館
、
埋
・
美
容
業
等
及
び
告
食
料
口
翌
小
売
業
近
代
化

の
れ
ん
分
け
資
金
融
資
制
度

ス

国
民
金
融
公
庫
・
特
別
貸
付
部

.
f
 
Ⅱ

貸
付
課
長

ー
ロ
カ

河
内
忠
夫

資
金
貸
付
対
象
郭
(
璽
、
鮮
魚
小
売
業
等
)
な
ら
び
に

「
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
添
L
 
等
に
ょ
っ
て
規
制

を
受
け
て
い
る
業
種
(
織
物
業
メ
リ
ャ
ス
券
>
史
に
風
俗

纂
取
締
法
に
ょ
り
規
制
を
受
け
て
い
る
業
種
(
ナ
イ
ト
ク
ラ

ブ
、
グ
ソ
ス
ホ
ー
ル
、
パ
チ
ソ
コ
店
処
寸
)
に
つ
い
て
は
、
こ
の

貨
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

浦
近
く
の
支
店
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
資
金
使
途
】

貸
付
の
対
象
と
す
る
資
金
の
使
途
は
、
現
在
の
蜘
膓
先
の
企

業
と
同
一
の
幾
に
属
す
る
事
業
を
新
た
魯
む
た
め
に
必
要

な
設
備
資
金
及
び
遜
転
資
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
ご
融
資
の
条
件
】

フ
、
貸
付
制
度

一
般
貸
付
と
あ
わ
せ
て
弌
三
0
0
万
円
以
内
(
但
し
、

器
資
金
の
場
合
は
一
、
 
0
0
0
万
門
以
内
)

イ
、
貸
付
利
率

年
九
・
四
%

ウ
、
貸
付
期
問

倫
資
金
七
年
以
内
(
据
置
捌
岡
二
年
以
内
を
含
む
)

器
資
金
五
年
以
内
(
据
描
問
六
ケ
月
以
内
を
含
力
)

工
保
証
人

原
則
と
し
て
一
名
以
上
。

ユ二

(

捉
供
し
て
い
た
だ
く
場
介
も
あ
り
ま
す
。

力
返
済
力
法

腺
則
と
し
て
打
鳳
、
必
要
に
応
じ
そ
の
他
の
割
鳳
ま
た
は

専
門
相
談
員
に
ょ
る

相
談
室
開
設
ノ
.

券
で
は
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
下
記

日
程
に
ょ
り
専
門
相
談
室
を
開
設
し
て
船
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ビ
利
用
下
さ
い
。
尚
こ
の
相
談
室
を
ご
利

用
さ
れ
る
力
は
事
前
(
前
日
で
も
可
)
に
当
所
宛
ビ

連
絡
下
さ
い
。

月
曜
日
法
律
相
談
芯
:
g
t
三
:
呂

相
談
員
は
当
所
顧
問
瓢
山
士
と
相
談
の
上
適
当
な

弁
護
士
を
紹
介
致
し
ま
t
。

水
曜
日
経
理
・
税
務
相
談
茎
:
呂
?
豆
・
・
呂

稔
会
計
士
・
税
理
士

中
島
良
次
氏

木
曜
日
特
許
相
談
茎
・
・
g
t
豆
・
・
呂

理
士

介

.
台
一
゛
ヨ
"
ー

金
曜
日
金
融
相
談
石
・
・
8
1
-
六
・
・
呂

当
所
経
営
指
遵
員

f

4

オ
担
保
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一
時
払
い
。

【
貸
付
の
取
扱
い
な
ど
】

お
申
込
み
の
受
付
は
、
お
近
く
の
国
民
金
融
公
庫
霄
謡

接
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
が
、
各
地
の
商
工
会
、
商
工
会
際
で

も
ご
相
壁
よ
び
申
込
み
の
取
淡
ぎ
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
申
込
み
に
当
つ
て
の
留
意
点
〕

以
上
の
と
お
り
、
こ
の
融
資
制
度
は
中
小
企
業
に
、
あ
る
一

定
期
間
以
上
鷲
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
璽
貝
の
独
立
剛
業

資
金
の
融
資
に
つ
い
て
、
特
別
な
取
扱
い
を
定
め
た
も
の
で
あ

り
ま
す
が
、
一
般
に
斬
規
開
業
す
る
場
合
は
、
出
業
の
先
打
き

見
通
し
等
の
判
断
が
困
難
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
り
ス
ク
も
多
く

な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
制
度
を
利
用

し
新
し
く
事
業
を
営
も
う
と
す
る
方
は
、
小
業
計
画
、
資
金
計

画
等
を
十
分
検
討
す
る
こ
と
が
肝
要
か
と
思
b
れ
ま
す
。

ま
た
、
琳
業
主
に
お
い
て
も
従
業
員
が
独
'
y
開
業
し
よ
う
と

す
る
場
合
は
、
聖
経
営
に
お
け
る
豊
か
寵
験
と
知
拳
背

/
{

ス

尿
に
し
た
的
確
か
つ
積
極
的
な
支
援
が
望
ま
れ
ま
す
。

【
終
り
に
】

こ
の
制
度
は
発
足
し
て
ま
だ
三
ケ
月
足
ら
ず
で
あ
り
ま
す
が

倒
民
金
融
命
で
は
子
想
以
上
の
申
込
み
を
受
け
て
船
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
現
在
、
長
綱
同
一
誕
に
勤
務
し
た
力

の
独
立
開
業
栽
の
強
さ
、
ひ
い
て
は
、
現
在
の
従
業
員
の
労

總
掘
乞
表
わ
し
て
い
る
も
の
と
受
け
と
め
る
べ
き
で
あ
り
ま

し
よ
う
0

こ
の
よ
う
な
謙
で
従
簀
の
独
立
開
業
を
、
金
聖
い
う

側
面
か
ら
援
助
す
る
こ
と
は
、
社
会
の
要
邑
適
合
し
た
施
策

で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

戦
後
、
中
小
企
業
が
日
本
経
済
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て

き
た
こ
と
ば
ご
存
知
の
と
お
り
で
あ
り
、
中
小
企
業
が
今
後
と

も
健
全
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
力
が
国
経
済
の
発
展
に
と
っ
て

非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

国
民
金
勢
庫
と
し
て
は
、
当
制
度
の
趣
旨
を
よ
く
長
解

た
だ
き
、
有
効
な
ご
利
用
を
願
っ
て
い
ま
す
。

V

冒
亀
.
画
:
亀
.
亀
.
亀
.
亀
.
亀
.
島
亀
島
.
亀
:
亀
.
、
亀
島
:
亀
亀
亀
.
亀
亀
、
島
亀
亀
島
島
亀
、
亀
.
亀
島
亀
.
亀
亀
、
亀
卑
亀
亀
亀
亀
電
亀
島
亀
、
:
亀
亀
.
亀
亀
,
:
亀
亀
亀
亀
亀
:
島
島
1
.
亀
鳥
1
鳳
、
豊
,
,
亀
弔
亀
、
卑
亀
亀
亀
亀
●
亀
島
、
●
亀
亀
卑
●
亀
●
●
亀
亀
●
亀
亀
、
亀
●
●
鳥
●
1
、
●
亀
亀
亀
●
●
、

N
弐
竃
罵
熱

ユ二

f
、

中
小
企
業
信
用
保
険
法
と
、
激
甚
災
害
に
対
処

す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
と
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
に

基
づ
く
不
況
業
種
の
指
定
等
に
つ
い
て

会

小
小
企
業
庁
で
峡
標
邑
つ
の
法
律
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
今
国
会
に
提
出
し
九
の
で
、
そ
の
内
容
を
船
介
し
ま
す
。

一
、
ま
ず
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
往
は

不
況
の
長
期
化
に
件
い
、
中
小
傘
の
中
で
も
担
保
力
が
限

界
昼
し
て
い
る
小
企
業
者
(
従
業
員
五
人
、
・
問
業
サ
ー

ビ
ス
業
に
つ
い
て
は
二
人
以
下
の
会
社
及
び
個
人
を
い
い
ま

す
)
に
対
す
る
金
融
の
門
滑
化
を
図
る
た
め
、
小
企
業
岩

を
対
象
と
す
る
衡
小
伺
保
険
の
付
保
限
度
を
引
き
上
げ
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
特
別
小
口
保
険
は
、
信
用
保
証
協
会

か
小
企
業
者
を
対
象
と
し
て
担
保
及
び
保
証
人
を
捉
供
さ
せ

な
い
一
五
0
万
円
以
下
の
保
証
肴
に
つ
き
中
小
企
業
信
用

保
険
八
命
か
中
小
傘
信
用
保
険
法
に
基
づ
き
引
受
け
る
保

険
契
約
で
す
。
こ
の
一
五
0
万
円
を
二
五
0
万
円
ま
で
引
上

げ
、
中
小
企
業
者
が
お
金
を
よ
り
有
利
倫
り
ら
れ
る
よ
う

に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ニ
、
次
に
激
甚
災
き
対
処
す
る
た
め
の
窃
の
財
政
援
助
鄭

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
輪
峡
中
小
企
業
老

が
台
風
豪
欝
の
災
害
に
ょ
り
被
害
を
蒙
っ
た
場
合
「
激

甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法

律
に
ょ
り
、
激
甚
災
害
と
し
て
指
定
さ
れ
る
と
、
被
害
中
小

企
業
者
の
救
援
の
た
め
種
々
の
特
別
措
置
需
じ
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
改
正
で
は

①
激
甚
災
護
が
適
用
さ
れ
る
場
合
の
天
織
資
法
の
規
定

に
ょ
る
響
資
金
及
系
谷
金
の
貨
付
隈
度
額
を
二
倍

に
引
上
げ
る
こ
と
。

②
激
甚
災
害
法
の
規
定
に
ょ
る
中
小
企
業
者
に
対
す
る
符

金
の
貸
付
限
度
を
二
倍
に
引
上
げ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。
①
は
八
条
関
係
、
②
は
十
五
条
。
'
商
工

組
合
中
央
金
庫
か
ら
の
災
害
融
資
で
、
現
在
組
合
員
二
0
0
万

門
、
組
合
六
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
改
正
さ
れ
ま

す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、
四
0
0
万
円
、
一
、
二
0
0
万
円
と
な
り

ま
す
。

三
、
最
後
に
、
中
小
企
審
用
保
険
法
第
二
条
第
四
項
第
三
号

に
基
う
く
靴
指
定
及
び
指
定
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
(
い

わ
ゆ
る
不
璽
種
の
指
定
)
に
つ
い
て
、
汰
の
措
置
を
決
定

し
、
十
月
一
日
付
で
官
報
告
示
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容

よ
、円

指
璽
種
の
追
加

鹸
近
に
お
け
る
需
要
の
薯
し
い
減
少
等
の
状
況
に
か
ん
が

み
、
汰
の
業
種
が
新
規
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
指

定
期
間
峡
昭
和
五
十
年
十
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

W
木
材
チ
ッ
プ
製
造
業

同
理
化
学
用
・
医
療
用
ガ
ラ
ス
器
具
製
造
業
生
コ
ソ
ク
リ

ー
ト
製
造
業
及
び
耐
火
れ
ん
が
製
造
業

W
.
ハ
ル
プ
装
置
,
製
紙
機
械
製
造
業
弁
・
伺
付
属
品
製
造

業
及
び
玉
軸
受
・
こ
ろ
軸
受
製
造
業
(
針
状
こ
ろ
軸
受
製

造
業
を
除
く
)

ニ
、
既
指
定
業
種
の
指
定
期
間
の
延
長

既
指
定
業
種
に
つ
い
て
は
、
指
定
棚
閻
の
到
来
に
件
V
、

業
況
の
改
善
・
安
定
が
み
ら
れ
る
一
部
の
業
種
を
除
き
、
指

定
期
閻
を
さ
ら
に
三
ケ
月
(
昭
和
五
十
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
)
延
長
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

な
浦
、
こ
の
指
定
業
種
に
該
当
す
る
か
否
か
倫
定
基
準
は

5
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指
定
業
種
に
属
す
る
中
小
企
業
者
の
う
ち
、
「
最
近
三
ケ
月
間

の
月
平
均
売
上
額
が
前
年
同
期
の
打
平
均
売
上
額
に
比
し
て
十

L
=
冨
一
一
一
一
=
ニ
=
=
=
=
冨
=
ニ
=
胃
二
=
=
字
冨
=
=
二
胃
三
=
早
一
一
一
一
=
=
=
=
二
冨
=
=
ニ
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
二
冨
=
=
二
冨
=
=
=
=
=
ニ
=
=
=
=
ニ
=
=
ニ
=
ニ
=
=
=
ニ
=
=
=
=
=
=
=
冨
=
=
=
=
=
冨
=
=
=
=
=
=
冨
=
=
三
一
=
=
三
一
=
=
ニ

職
長
・
監
督
者
の
問
題
解
決
と

一
=
=
=
ニ
=
=
=
=
ニ
=
冨
=
=
=
=
二
冨
=
ニ
=
=
=
=
=
=
=
冨
冨
=
=
=
=
=
=
=
三
一

ス

経
営
教
育
コ
ソ
サ
ル
タ
ソ

、

森
本
正
樹

%
以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と
」
と
な
っ
て
船
り
、
こ
の
基
準
に

該
当
す
る
老
に
適
用
さ
れ
る
。

十
月
十
六
・
十
七
日
の
両
日
、
「
職
長
・
監
督
者

の
問
器
決
と
り
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
誥
座
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
問
題
解
決
の
た
め
の
グ
ル

】
プ
討
議
も
ま
ぢ
え
受
勢
各
位
は
九
い
へ
ん
慈

に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
と
く
に
メ
ソ
バ
ー
の
知
識
、

経
験
を
黎
し
、
さ
ら
に
そ
の
向
上
を
図
る
た
め
に

い
か
に
り
ー
ダ
ー
の
努
力
が
"
か
を
駕
し
た
汰

第
で
t
が
、
こ
れ
を
監
督
者
の
職
場
に
船
け
る
立
場

か
ら
若
干
の
所
感
を
述
べ
て
み
ま
t
。

ユ二

一
く
ノ
ー
'
、
1
冒
 
1
 
t
 
/
 
i
 
/
/
 
i
 
i
 
/
 
J
 
/

会

監
督
者
に
は
い
う
ま
で
も
な
く
部
下
従
業
員
を
育
成
す
る
責

任
が
あ
り
ま
す
。
部
下
と
共
に
問
題
解
決
の
よ
り
よ
い
方
法
を

探
究
し
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
、
部
下
の
成
長
の
上
に
も
大
い
に

役
立
ち
ま
す
。
我
凌
の
部
下
の
中
に
は
非
常
に
す
ぐ
れ
た
考
え

を
も
つ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
考
え
を
ど
ぅ
利
用
し
て
ょ
い
か
知

ら
な
力
っ
九
り
、
考
え
る
時
間
を
思
う
よ
う
に
も
た
な
い
人
が

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
せ
つ
か
く
の
そ
の
人
た
ち
の
独
創
的

な
考
え
は
考
応
に
価
い
せ
ず
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。

戰
ん
は
も
つ
と
日
常
か
ら
促
考
的
質
問
を
相
手
に
投
げ
か
け

て
は
ど
ぅ
で
し
よ
う
か
。
た
と
え
ぱ
、
あ
る
作
業
員
が
、
現
在

使
用
し
て
い
る
も
の
よ
り
も
も
っ
と
よ
い
新
し
い
方
法
に
つ
V

て
話
し
し
て
い
る
と
し
立
す
。
「
君
の
そ
の
や
り
方
で
日
程
を

変
更
す
る
と
、
ど
ぅ
い
う
こ
と
が
起
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
尋

ね
る
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
人
の
孝
え
を
頭
か
ら
批
判
し
て

い
る
と
思
わ
せ
な
い
こ
と
、
こ
の
質
問
に
ょ
り
我
々
と
部
下
の

双
方
が
、
と
も
に
そ
の
他
の
可
能
な
方
法
を
探
求
し
て
い
る
と

い
う
印
象
を
作
り
出
す
べ
き
で
す
。

こ
の
方
法
は
、
我
々
の
同
僚
や
上
司
と
の
会
合
の
席
上
で
も

十
分
に
役
立
ち
ま
す
。
し
か
し
そ
の
人
の
推
理
上
の
朋
ら
か
な

欠
点
を
ロ
コ
ツ
に
指
摘
し
た
り
す
る
と
、
そ
の
人
を
失
望
さ
せ

反
感
を
も
た
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
と
反
対
に
、
つ

ね
に
探
究
的
な
性
質
を
も
つ
促
考
的
質
問
を
す
る
場
合
は
必
ず

前
向
き
の
姿
勢
が
出
て
く
る
も
の
で
す
。
か
ん
た
ん
な
よ
う
で

茶
弓

艇

も
愆
外
に
難
し
い
の
で
、
こ
う
し
た
促
考
的
質
剛
を
タ
イ
ミ
ソ

グ
よ
く
使
え
る
よ
う
修
練
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
t
。

次
に
、
本
当
に
成
功
す
る
監
督
者
と
は
、
自
分
の
部
下
従
業

員
や
伺
僚
た
ち
の
信
頼
を
か
ち
得
る
手
腕
を
も
た
ね
ぱ
な
り
ま

せ
ん
。
監
督
者
は
、
そ
の
人
た
ち
が
、
大
な
り
小
な
り
自
分
の

仕
事
や
個
人
的
な
事
柄
の
こ
ま
か
い
制
題
を
も
ち
こ
ん
で
く
る

時
に
、
真
面
目
に
な
っ
て
、
そ
の
信
頼
し
て
く
る
人
の
立
場
を

守
つ
て
あ
げ
な
い
か
ぎ
り
、
決
し
て
信
用
や
尊
敬
を
か
ち
と
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
し
よ
う
。
他
の
人
々
、
か
我
ん
と
正
当
に
議

す
る
場
合
に
は
、
我
々
は
自
分
に
向
け
ら
れ
た
信
頼
を
裏
切
ら

な
い
と
い
う
道
義
的
な
羨
務
が
あ
り
ま
t
。

い
ま
一
つ
の
点
は
、
我
た
が
人
に
、
何
か
の
考
え
万
や
手
統

き
に
つ
い
て
そ
の
人
の
意
見
を
開
き
た
い
場
合
、
そ
の
人
の
話

す
こ
と
を
謙
虚
に
聴
き
、
受
容
鴨
度
を
示
す
と
い
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
受
容
と
は
替
成
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
つ
ね
に

相
手
の
立
場
に
な
っ
て
理
解
す
る
と
い
う
考
え
が
基
本
に
な
つ

て
い
ま
す
。
そ
の
人
の
立
場
が
我
々
の
立
場
と
述
つ
て
い
る
な

ら
ぱ
、
我
々
が
攻
勢
を
示
し
た
り
、
そ
ん
な
こ
と
は
聞
き
た
く

た
い
と
い
う
よ
う
な
態
度
を
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
、
し

そ
う
す
る
な
ら
ぱ
、
我
々
は
す
ぐ
に
、
何
事
で
も
た
だ
ハ
イ
ハ

イ
と
聞
い
て
く
れ
る
イ
エ
ス
子
た
ち
に
と
り
囲
ま
れ
る
こ
と

に
な
る
か
、
あ
る
い
は
我
々
は
た
い
て
い
倫
し
合
い
か
ら
除

け
者
に
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
し
よ
う
。
こ
れ
で
は
職
場
の
問

題
寵
の
交
換
、
で
き
ず
、
問
題
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

(
以
上
)

与
'
毛

ゴ
、
、
}

C

=
=

一

]

=
ニ
=
署
=
=
=
=
=
一
一
一
一
=
=
=
一
一
=
=
里
盟
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
豆
写
=
=
=
=
=

二 一

J

ゾ
ー

f

6

~
ー
'
ー
ー
ー
ー
ー
,
i
 
/
 
i
 
イ
/
、
i
 
/
/
イ
一
、
ι
j

同
氏
の
横
顔

慶
応
大
学
法
学
部
卒
。
東
洋
劫
績
側
、
松
下

電
器
産
業
鵠
等
の
訓
雛
長
を
経
て
、
現
在
マ

ネ
ジ
メ
ソ
ト
フ
カ
デ
ミ
ー
、
森
本
経
営
研
究
室

各
代
表
。
そ
の
巧
み
な
話
術
は
、
当
所
の
講
師

と
し
て
も
好
評
を
得
て
い
る
。

ノ
ノ
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.
餐
呂
実
務
セ
ミ
:
ナ
.
ー

ξ

1

、

企
条
成
長
し
繁
栄
す
る
九
め
に
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
活

動
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
し
よ
う
。
フ
フ
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
、
ビ
フ
ォ
ー
サ
ー
ビ
ス
・
コ
、
、
、
ユ
ニ
ケ
ー
、
ゾ
"
ソ
と
し
て
の

セ
ー
ル
ス
活
動
な
ど
い
ず
れ
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
整
理
し
て
、
 
A
B

C
D
に
分
け
て
い
る
学
者
も
い
ま
す
。
こ
の
A
B
C
D
販
売
戦

略
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
ま
し
よ
う
。

A
 
(
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
)
・
本
来
忠
操
で
は
、
ア
フ
タ

ー
サ
】
ビ
ス
と
い
う
の
は
、
商
品
需
が
く
る
ま
で
快
適
に
使

え
る
よ
う
に
配
慮
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
電
気

商
品
で
三
年
問
は
無
料
修
理
し
ま
す
と
い
う
よ
う
な
も
の
で

す
。
こ
う
し
た
商
法
は
安
心
し
て
自
社
の
製
品
を
消
費
者
に
買

つ
て
も
ら
え
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
精
神
の
あ
ら
わ
れ
で
、
電
化

製
口
叩
ば
か
り
で
は
な
く
カ
メ
ラ
、
玩
具
、
な
ど
他
の
商
品
に
も

は
ぱ
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
ま
た
売
り
上
げ
増

加
に
つ
な
が
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

B
 
(
、
ヒ
フ
ォ
ー
サ
ー
ビ
ス
)
ー
セ
ー
ル
ス
後
に
面
倒
を
み
ょ

う
と
い
う
ア
フ
タ
ー
サ
】
ビ
ス
に
対
し
て
、
ビ
フ
ォ
】
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
の
は
商
品
詰
に
万
全
を
期
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
主
り
、
メ
ー
カ
ー
は
ど
ん
な
も
の
を
作
っ
た
ら
顧
客
に
喜
こ

ぱ
れ
る
か
を
検
討
L
、
販
売
店
は
ど
ん
な
も
の
扱
っ
た
ら
消
費

者
に
サ
ー
ビ
ス
し
う
る
か
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
十
分
に

検
討
し
実
施
す
る
こ
と
が
ビ
フ
ォ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
い
え
ま
し
よ

販
促
と
A
B
C
D
戦
略

一

一
,
●
「
●

一

一

.
゛
.

ス

う
。
販
売
店
が
、
「
ど
ん
な
も
の
を
、
ど
れ
だ
け
、
い
つ
仕
入

れ
る
か
」
と
い
う
仕
入
れ
の
問
題
、
ビ
フ
ォ
ー
サ
】
ビ
ス
の
一

環
と
し
て
、
真
剣
に
将
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ビ
フ
ォ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
考
え
方
で
仕
入
れ
を
行
い
、
需
要
家
の
満
足
を
か

売
り
上
げ
を
伸
ぱ
す
と
い
う
こ
と
が
賢
明
な
商
法
と
い
ぇ

、
、

Lま
し
よ
う
0

C
 
(
コ
ミ
ニ
ニ
ケ
ー
シ
,
ソ
と
セ
ー
ル
ス
)
 
N
顧
客
は
何
も

販
売
店
を
繁
昌
さ
せ
る
た
め
に
商
品
を
買
う
の
で
は
な
く
、
自

分
が
そ
の
商
品
を
欲
し
い
か
ら
買
う
の
で
す
。
顧
客
が
真
に
欲

し
が
っ
て
い
る
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
が
売
り
手
の
仕
事
と
い

え
ま
し
よ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
"
ソ
、
か
大

切
と
な
り
ま
す
。
ロ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
"
ソ
は
、
伝
逹
、
通
信
、

通
話
、
消
息
、
た
よ
り
、
報
道
通
知
な
ど
の
意
味
で
あ
り
、

と
に
か
く
相
手
に
知
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ロ
ミ
ニ
ニ
ケ

ー
、
ソ
"
ソ
を
十
分
に
行
う
た
め
に
販
寶
の
力
が
も
の
を
い
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
セ
ー
ル
ス
マ
ソ
活
動
も
そ
の
ひ
と

つ
で
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
ビ
フ
オ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
と
も
に

ゆ
る
が
せ
に
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他
 
D
 
(
デ
ス
ト
リ
ビ
ユ
ー
シ
"
ソ
)
 
1
A
、
 
B
、
 
C

の
他
に
、
 
D
を
加
え
て
販
売
促
進
の
要
素
と
す
る
説
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
物
流
整
理
と
い
う
こ
と
で
要
、
保
管
荷
役

荷
造
り
な
ど
に
当
を
得
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
朋
し
た
も
の
で

す
。要

す
る
に
、
販
売
促
進
と
い
う
こ
と
は
、
己
れ
ひ
と
り
の
立

ち
場
ぱ
か
り
考
え
る
の
で
は
な
く
、
客
あ
っ
て
の
商
売
と
い
う

こ
と
を
常
に
念
頭
に
お
き
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
こ
う
じ
て
売
り

上
げ
増
を
は
か
る
と
い
う
心
掛
け
に
通
じ
る
も
の
と
い
え
ま
し

よ
う

ユ二

ξ
、

会

第
船
回
珠
算
能
力
検
定
試
験

昭
和
五
十
一
年
二
月
八
日
(
水
)

時

マ
日

午
前
九
時
よ
り

▽
試
験
場
奈
良
県
立
短
期
大
学

(
奈
良
市
船
訴
)

▽
受
験
資
格
学
歴
・
年
齢
・
性
別
・
国
籍
等
一
助

捌
桜
な
し

鍍
務
教
育
終
了
者
。

マ
受
験
申
込
当
所
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
所
定
事
一
器
入
の
う
え
、
申
込
む

こ
と
。
会
ナ
真
必
要
)

▽
申
込
棚
間
昭
和
五
十
一
年
一
打
十
九
日
t
同
二

月
四
日

マ
受
験
料
米
定

岐
1
-
!
御
、
W
風
゛
,
,
山
四
1
.
輝
b
.
釧

欝
元
二
1
{
曾
1
北
四
内
●

▽
受
験
申
込
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
受
験
料
を
誓
の
う
え
、
当

所
検
定
課
ま
で
ホ
込
む
こ
と
。

▽
申
込
締
切
昭
和
五
十
一
年
一
月
十
七
日
(
士
)

▽
受
験
料
一
級
・
七
0
0
円

二
級
・
六
0
0
円

三
級
,
四
0
0
円

四
・
五
・
六
級
三
0
0
円

販
売
士
(
一
級
)
検
定
試
験

▽
日
時
昭
和
五
十
一
年
二
月
二
十
五
日
(
水
)

▽
試
験
場
奈
良
商
工
会
議
所

(
奈
良
市
登
大
路
町
)

▽
受
験
資
格
小
売
業
に
従
事
し
て
い
る
者
船
よ
び

将
来
従
事
し
よ
う
と
す
る
者
。
但
し

7
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桝
,
、
川
"
ー
.
ー
;
"
.
'
ι
、
ン
・

三
一
一
一
●
.
t
ニ
ニ
=
=
ー
.
一
二
=
一
一
之
三
一
一
一
一
.
t
三
一
一
一
一
.
て
三
一
=
一
一
?
三
一
一
一
一
、
之
一
三
一
=
t
二
=
一
ご
>
【

年
末
決
算
説
明
会

稔
月
怜
日
(
奈
良
市
)
に
実
施

"
、
三
一
一
一
一
一
之
二
=
=
t
t
二
=
一
一
一
.
?
:
=
=
晋
?
ニ
=
=
=
t
二
=
二
一
.
?
ニ
=
一
一
一
.
t
ニ
ニ
=
冒
?
ニ
=
=
一
.
、
.

奈
良
税
務
指
遵
速
翻
議
会
(
本
部
長
・
森
久
司
氏
)
で

は
、
左
曾
よ
り
年
末
に
お
け
る
決
算
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。多

数
、
ご
出
席
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

ス

マ
日
時

奈
良
県
香
港
貿
易
駐
在
員

事
務
所
の
利
用
方
法
に
つ
い
て

ユ

▽
場
所

二

昭
和
五
十
年
十
二
月
十
六
日

午
後
一
時
三
十
分
t
同
四
時

奈
良
県
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

県
香
港
貿
易
駐
在
員
事
務
所
が
設
置
さ
れ
て
一

年
。
利
用
さ
れ
る
県
内
旅
行
者
の
数
は
日
増
し
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
県
商
工
課
で
は
、
一
層
の
便
宜
を
は
か
る

記

た
め
、
旅
行
者
に
あ
ら
か
じ
め
日
程
、
時
間
等
を
県

に
申
し
出
て
い
た
だ
き
、
旅
行
者
個
々
を
県
で
璽
し
、
紹
介

状
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
同
事
務
所
を
利

用
し
よ
う
と
さ
れ
る
方
は
左
曾
よ
り
ご
連
絡
下
さ
い
。

ヒ
ニ
冨
=
=
署
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
ニ
=
=
=
=
ニ
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
肴
=
=
=
=
冨
盟
一
一
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
ニ
=
=
里
昇
冨
盟
=
一
一
=
=
一
一
=
=
=
=
=
=
=
二
冨
=
晋
=
=
=
=
ニ
=
=
=
=
=
ニ
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
曇
=
=
三
二
=
=
=
=
=
=
=
=

当
会
辧
の
器
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
共
済
問
1
保
険
金
を
受
け
取
ら
れ
て
の
感
想
は
:
・
?

0
何
と
い
っ
て
も
遺
族
の
力
か
ら
非
常
に
感
謝
さ
れ
た
こ
と

制
度
も
お
か
げ
さ
ま
昇
実
な
歩
み
を
し
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
で
当
制
度
に
対
す
る
要
望
や
疑

か
ら
加
入
し
て
お
い
て
ょ
か
っ
た
と
心
強
く
思
っ
て
お
り

闇
一
鰍
を
加
入
者
の
み
な
さ
ま
に
聞
い
て
み
ま

ま
す
。
(
1
社
)

問
1
当
制
度
に
対
す
る
ご
要
望
奉
項
は
:
・
?

し
ナ

問
1
加
入
の
動
機
は
:

0
何
と
い
っ
て
も
こ
の
制
度
を
商
工
会
僻
が
取
り
扱
っ
て

9
・

0
向
誇
に
勧
め
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
(
N

く
れ
た
こ
と
、
ま
た
こ
の
制
度
に
賛
亭
表
し
ま
す
。
何

時
ま
で
も
統
け
て
も
ら
い
た
い
。
(
K
社
)

0
中
小
傘
者
の
九

め
に
、
非
常
に
ょ

い
制
度
で
あ
る
の

で
地
元
商
工
業
細

部
に
ま
で
徹
底
す

る
よ
う
に
努
力
し

会

一
、
連
絡
事
項

①
旅
行
者
の
住
所
、
氏
名
(
企
業
名
、
代
衷
者
名
)
電

話
番
号

②
旅
行
日
叶

③
旅
行
目
的

④
駐
在
員
へ
の
連
絡
事
項
(
各
種
の
資
料
等
)

⑤
そ
の
他

ニ
、
連
絡
方
法

文
書
に
て
連
絡
を
原
則
と
す
る
が
、
緊
急
の
場
合
は
電

話
で
も
可
。

三
、
連
絡
先

奈
良
市
登
大
路
町

奈
良
県
商
工
労
働
部
商
工
課
(
振
興
係
)

電
栗
良
⑳
三
0
-

記

社
)

0
日
頃
か
ら
従
業
員

の
福
利
対
策
を
考

え
て
い
た
の
で
早

速
加
入
し
ま
し

た
。
(
T
店
)

0
交
通
事
情
は
ま
す

ま
す
悪
化
し
器

崎
詮
お
け
る
盃
の
事
故
は
大
い
に
予

恕
さ
れ
る
か
ら
。
(
S
社
)

問
1
加
入
さ
れ
て
の
こ
感
想
は
・
:
?

0
当
社
で
は
掛
金
を
会
条
負
担
し
て
V
る

か
、

配
当
金
菊
合
多
い
の
爲
局
負
担

金
が
そ
れ
だ
け
安
く
な
る
点
が
魅
力
で
す
。

(
M
社
)

0
当
社
で
は
外
販
員
か
多
い
が
心
配
の
負
担

か
大
変
軽
く
な
っ
た
。
(
H
社
) 》

加
入
者
の
声
《ξ

一
三
二
=
=
=
=
=
ニ
=
=
ニ
=
=
=
=
=
一
=
=
一
三
=
=
=
=
一
一
一
一
=
ニ
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
冨
=
=
ニ
=
=
冨
=
=
=
=
塁
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
二
一
一
=
=
=
=
=
一
一
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
ニ
=
ニ
ニ
=
豊
=
=
=
ニ
=
=
=
=
=
=
=
=
豊
=
=
=
=
一
=
=
=
ニ
=
=
=

て
ほ
し
い
。
(
1

店
)

0
 
で
き
れ
ぱ
口
数
を
ふ
や
し
て
ほ
し
い
。
(
C
社
)

以
上
は
加
入
事
鴇
の
ご
脊
ル
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

し
た
。
ご
協
力
賜
わ
り
ま
し
た
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。加

入
口
数
の
増
加
等
に
つ
い
て
は
、
多
数
の
力
々
が
希
望
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
今
後
の
課
題
と
し
て
将
い
た
し
ま

す
。
ま
九
い
ろ
い
ろ
ご
不
明
の
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
係
ま

で
ど
し
ど
し
一
報
の
ほ
ど
お
待
ち
し
ま
す
。

圭
,

8
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昭
1
十
一
年
度

新
年
賀
会
こ
案
内

わ
が
問
の
経
済
状
勢
は
、
ま
す
立
す
厳
し
さ
を
加
え

従
来
の
商
度
儷
経
済
か
ら
安
定
成
長
経
済
へ
と
転

換
を
は
か
り
つ
つ
ぁ
る
な
か
、
昭
和
五
十
年
1
嘉
わ

ろ
う
と
し
て
い
立
す
。
こ
の
時
瑚
に
あ
九
り
、
当
所

で
は
地
元
遜
済
界
の
よ
り
一
層
の
鷲
気
と
協
淌
を
図

る
べ
く
、
奈
良
経
済
同
友
会
(
浅
俄
章
、
杉
山
嘉

^
^
^
向
^
^
^
^
^
と
の
^
^
^
、
^
^
の
^
^
^
^

^
一
年
度
新
年
賀
会
を
開
催
し
ま
す
。

^
多
数
の
ご
出
糖
を
お
願
い
数
し
ま
す
。

^
日
^
川
^
^
^
^
^
^
刀
」
一
^
Π

1
鄭
十
岫
三
↓
分
t
心
午

^
▽
場
所
金
商
工
<
議
所
五
階
大
ホ
ー
レノ

一
!
ー
ー
ー
ー
!
!
ー
ー
ー
ー
ー
;

一
ξ
、

ス

1
従
業
員
の
確
保
に
一

一
国
の
退
職
金
制
度
を
ー

す
ぐ
れ
た
従
告
の
穫
に
役
立
つ
礁
金
共
済
制
度
を
お

す
す
め
し
主
す
。

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
き
、
国
の
援
助
で
大
企
発
み

の
魅
力
あ
る
退
職
金
が
支
給
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
趣
旨
で
作

ら
れ
、
国
か
ら
補
助
金
が
出
て
い
る
唯
一
の
退
職
金
制
度
で

す
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
す
と
、
凡
つ
き
わ
ず
か
な
掛
金
で

将
来
多
額
の
退
職
金
が
支
給
で
き
る
う
え
、
国
の
制
度
で
す
の

妥
全
硫
実
掘
田
§
れ
て
安
心
で
す
。

ま
た
、
従
業
員
も
有
利
な
退
職
金
稔
答
も
ら
え
る
こ
と

か
期
待
で
き
る
の
で
、
安
心
し
て
仕
水
に
打
ち
込
め
、
従
業
員

の
定
着
率
が
よ
く
な
り
主
す
。

【
免
税
の
特
典
】

そ
の
う
え
、
毎
月
の
掛
金
は
、
全
額
免
税
扱
し
の
特
典
が
あ

り
ま
す
の
で
、
企
器
理
の
負
担
は
軽
く
て
済
み
ま
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ
と
は
、
誓
府
県
労
政

課
(
為
郡
課
)
、
労
政
(
商
工
労
働
)
事
僻
、
商
工
会

議
所
、
商
工
会
、
中
小
傘
団
体
中
央
会
等
の
事
業
主
団
体
お

よ
び
市
町
村
商
詠
、
お
近
く
の
金
融
機
鬨
、
ま
た
は
直
接
、

中
小
企
業
退
職
金
共
済
砥
木
団
(
東
京
都
港
区
芝
公
園
一
丁
目

七
番
六
号
金
話
0
Ξ
1
四
美
6
-
五
三
倫
課
に
お

制
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ユ

(

二

哩
,
ニ
ニ
土
"
ニ

ー
-
.
二
「
.
一
一
:
二
一
二
一
一
一
三
三
二
三
一
一
一
三
]
.
三
;
二
一
:
二
一
三
一
一
=
一
,
三
一
.
一
一
一
.
ニ
=
.
三
一
.
-
ー

9

会
議
所
日
誌

ー
:
:
二
畳
=
=

会

小
一
.
ニ
ー
ニ
:
ニ
ー
:
三
一
.
一
.
三
一
=
一
一
一
.
一
二
三
一
=
.
一
二
一
一
一
=
冨
二
晋
二
一
三
=
三
一
早
=
一
.
二
一
"
一
一
一
,

ー
:
=
=
=
エ
.
一
:
}
:
一
.
一
●
一
●
ニ
ニ

(
十
月
1
十
一
打
)

◇
生
括
鬨
迎
物
資
打
合
せ
会
に
器
(
円
城
寺
指

導
員
、
於
由
浜
◇
理
財
部
会
、
証
券
業
会
議
(
出

.
地
名
、
於
当
所
)
◇
観
光
士
産
品
研
究
開
発
恊

誠
会
打
合
せ
会
に
出
席
(
小
谷
専
務
器
、
西
村

指
導
員
)
◇
締
人
会
述
合
会
総
会
に
出
席
(
出
席

町
村
会
長
外
十
六
名
、
於
広
島
市
公
会
堂
)

◇
土
産
品
述
絡
恊
議
会
買
取
群
実
施
(
於
当
所
)

部
Π

ー
ー
や1

ニ
=
=
里
.
ー
ー
=
ニ
=
一
言
冨
冒
:
ー
:
ニ
=
岬
=
=
;
ー
:
三
三
=
=
=
.
ー
;
.
=
=
ネ
ニ
冨
:
才

テ
ル
)

舗
臼
◇
交
通
希
謬
斡
*
倫
催
(
出
席
十
二
名
、

於
当
所
)
◇
卸
団
地
会
員
増
強
会
議
開
催
(
出
席

四
名
、
於
当
所
)

部
H
 
◇
第
八
十
五
回
硲
能
力
検
定
試
験
笑
施
念
ス
験

者
数
四
五
七
名
、
於
県
立
短
期
大
学
)
◇
商
業
小

光
部
会
実
牙
員
会
開
催
(
出
席
四
名
、
於
当
所
)

町
Π
◇
副
会
頭
会
論
催
(
於
当
所
)
◇
卸
団
地
協
議

倫
催
(
出
席
四
名
、
於
当
所
)
◇
奈
良
市
.
ト

レ
ド
市
親
善
代
表
団
歓
迎
ν
セ
プ
シ
ョ
ソ
に
出
席

(
小
谷
専
功
器
、
繋
良
ホ
テ
ル
)

器
H
 
◇
現
財
部
会
・
相
互
銀
行
会
議
(
出
席
七
名
、
於

当
所
)
◇
当
所
鯆
人
会
十
月
例
命
催
(
出
席
十

九
名
、
於
当
所
)

◇
奈
良
県
経
薯
恊
会
吉
街
会
翌
十
周
鴛

Ⅱ
]
}
Π

念
式
典
に
出
席
(
木
戸
部
長
、
於
当
所
)

◇
麗
の
角
釖
り
リ
分
(
木
戸
部
長
)

2
Π

◇
副
会
頭
会
議
開
催
(
於
当
所
)
◇
器
継
統
指

4
E

一
^
^
^
^
^
e
t
^
日
の
^
日
^
^
^
^
^
^
^

六
件
)

5
日
◇
昭
和
五
十
年
度
中
小
条
施
策
裳
地
方
連
絡

恊
製
に
出
席
(
仲
野
指
導
員
、
於
大
阪
通
産
局
)

◇
会
館
建
設
実
行
委
員
会
倶
漆
打
合
せ
会
開
催

(
出
奥
名
、
於
当
所
)

7
H
 
◇
第
四
回
会
館
対
策
実
行
委
員
会
開
催
(
出
席
十

九
名
、
於
当
所
)
◇
当
郡
人
会
十
一
月
役
員
会

開
催
(
出
究
名
、
於
当
所
)

9
日
◇
商
1
ま
つ
り
に
出
席
(
当
所
会
員
事
業
場
鴛

者
従
業
員
百
五
十
名
、
後
藤
、
外
野
、
東
、
於
文

化
命
)
◇
春
U
大
社
欝
祭
に
参
列
(
木
尺

西
村
、
石
田
、
皮
辺
消
水
)

W
"
◇
副
会
頭
会
議
開
催
(
於
当
所
)

^
日
^
^
岡
一
^
^
^
'
^
^
^
、
^
団
^
尓
^
フ
ブ
ミ
リ
ー
見

学
(
門
城
寺
指
導
員
)

4
]

◇
「
あ
す
の
生
活
を
築
く
県
民
の
つ
ど
い
」
に
出

ー
「

(
仲
野
張
員
、
於
文
化
会
館
)
◇
奈
良
市
に

」
●
】Ⅱ於

け
る
商
業
と
消
費
者
と
の
懇
雙
厶
(
小
盆
務

理
事
、
円
城
寺
指
遵
員
於
当
所
)

巧
日
◇
第
四
十
三
回
箔
記
検
織
験
篇
念
X
験
者
数

二
百
二
十
七
名
、
於
奈
良
商
誇
等
学
校
)

◇
叉
叉
議
開
催
(
於
当
所
)

り
"

b
第
九
十
四
回

張
貝
命
催
'
(
出
席
十
五
名
)

y

◇
第
五
十
九
回

臨
"
議
無
会
悦
(
出
席
六
十
三
名
)
◇
卸
団

地
視
察
器
(
於
豊
崎
、
浜
松
)
◇
昭
和
五
十
年

度
団
体
職
員
研
修
会
に
参
加
(
円
城
寺
指
晋
、

於
東
京
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
セ
ソ
タ
ー
)

◇
当
所
婦
人
会
秋
の
バ
ス
旅
行
実
施
(
器
十
九

名
、
於
曽
隔
、
香
落
渓
)

8
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ー
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第87号 (第三種郵便物認可) 奈良

1当◇◇
に所商顧
出)業問
席◇小相

勇モ五で i炎ノ゛ー"、

上良割野生
田交会会
'通議議
小鵠員 開
林社会 催
向長价

24
日

昭和50年12月10日(毎月1回10日発行)議所
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打
22
1 _ 1

副就催一会往 1帛会往(X頭披金八
欝貯,、

j 名於121

ブ 於所イ コーユC^C"^)C]^コC^コで".^冒]こ'=●^亡J^-0
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通
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0021
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一
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卯
日
S
祝
~
・

⑳
曜
9
日

Ⅱ
Π

52

不

同
所
で
は
、
従
来
よ
り
支
社
な
み
の
業
務
内
券
吹
て
V

た
が
、
こ
の
名
称
変
更
で
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
は
か
り
、
よ
り

充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
目
ざ
し
て
い
る
。

◇
代
表
者
変
更

側
京
都
相
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銀
行
奈
良
支
店
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L
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冒
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嶋
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奈
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-
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岡
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阪
ガ
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)
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営
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所
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社
に
名
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変
更
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ガ
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§
業
所
(
奈
良
市
学
園
北
二
1
四
1
こ

で
は
十
月
十
五
日
よ
り
、
奈
良
支
社
に
名
称
変
焚
し
た
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卯
年
度
会
費

納
入
に
つ
い
て
お
願
い

当
所
運
営
に
関
し
ま
し
て
平
黙
よ
り
の
御
協
力
あ

り
か
と
ぅ
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
当
所
で
は
新
会
部
4
工
と
と
も
に
会
議
所

*
業
瓢
極
的
に
推
進
L
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
財

源
と
な
る
べ
き
会
些
か
永
納
に
な
っ
て
い
る
方
が
お

ら
れ
ま
す
。

つ
き
立
し
て
は
、
前
述
の
事
情
を
お
汲
み
と
り
の

一
う
え
、
至
冬
納
入
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
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第87号 (第三種郵便物認可)

'^'

,1
;毛、1

宇:

卒11J]
珠算3級程度

奈良

9.00~5.
(日院・祝

卒高
珠算3級33 14.51

TL
r■

゛・,'4j

1"ー
フ丁く

4肌

あなたの企業にこの人を.グ

求職者

男

議所

1

下記の求職名が奈良公共職業安定所に申込京れて船りますので、雇用を希望される郭業所は職業安定所紹
介係までおn打わせ下さい。

建築設計 24

鉄筋

昭和50年]2月10日(毎月1回10日発行)

建録:

30

九計
5年余

虹

カメラーマソ

鉄筋

38

婦人服仕立

110,000円
以上

200,000円

・!t.
五父

組立
10年余

37

台'

保母見習

8.30~5.00 1 県内外

計
15年

1キき邑デ']!τ
撮影H年

21

8.30~5.00 県内外
細曜)通

19

200,000円

150,000円

8.30~5.00
(部秒

なし

9.00~5.00
(日曜)

9.00~5.00
(則畷)

10人
以上

100/、
以上

30/、
以上

なし,

Ⅱ月27日掲載分

80,000円

70,000円

火理市

奈良市

奈良市

商卒(建築科)
2級建築士

10

資惰

卒(経済)

不問 生号句市

奈良市不問

オ」

卒(電機)

芥ξ

洋裁学校卒

加 Irlj

学歴

ース

住所

奈良

00円

種年齢経

、Πι・"「」



第釘号 (第三種郵便物認可)

外内 国
"許・実用新案・恵匠'商智!

出願・審判'鑑定・相談・侵害事件・訴訟
(奈良商工会議所小小企業相談所顧問・相談1・ト木曜日)

タ、、

田内外国特許事務所
子
人

蔦田弁理土
蔦細弁理士

大阪市東区瓦町2丁目9番地
(堺筋本町北へ20om東側D ハラダビル8 F
電話大阪(06) 227-5535~弱37

電気はみんなのもの
大切に使いましょう

奈良

双

議所

0

<現代のプ目メテウス>

近電工はあすを具現Lます

関西電力(株)奈良支店

ユ

総合設備産業のパイオニア^
<近電工>は新しい時代の展

開とともに成長をつグけ70年代
のエネノレギーを先導します。
量気・計裟・空胸.土木

ス

部会

近俄電気工率株夫僻●

i; 火
^1-ーーー

社 TEL

取結役全長大
岡政轌投壮長

寮良支店長

建設火西工務
^

紹

お'

^

,-1

^訂

昭和50年・12月10日(毎月1回10日発行)

二大優ミー・
井英ナ

名

介

総利i 水ハウ
粲良営業所

食

担以付

阪奈裁和工小:嶋

東京生命保険御
奈良支社

どうぞよろしくノ

)

種

品期
'求

の
購

f
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所在地

認

-
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劣f
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9@
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以
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24ナ
.
リ

1ノ
川
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一一

営一ノー
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確
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告

決
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準
備
の
用
意

1
出
来
ま
し
た
か
町
一

一

夫孝

こ

上
'
]
 
4

Ⅲ
3

辻木q一
一

翆項

二

風
、

1

く

堂

出
菜
を
営
ん
で
し
る
個
人
に
つ
し
て
は
、
そ
の
年
度
に
お
け

る
喫
俳
N
関
t
る
硫
定
巾
告
書
を
器
の
二
刀
十
六
日
か

ら
、
三
打
十
五
Π
ま
で
の
抑
瑚
1
に
所
轄
税
膓
料
へ
援
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
て
、
そ
の
た
め
の
獣
備
と
し
て
左
記
の
件
茶
を
す
る
ι
要

か
あ
り
ま
す
。

一
、
死
上
、
仕
入
、
芥
絲
費
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一
年
闇
の
合
計
獺
の
希

一
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捌
卸
資
産
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、

)
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Ⅱ
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カ
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の
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布
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※
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税
務
署
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出
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し
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力

法
に
ょ
り
評
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、
届
出
て
い
な
い
場
介
は
、
五
十
年
末

に
一
轟
近
い
"
捌
に
仕
入
れ
た
仕
入
単
価
で
罪
出

期
ネ
(
十
二
打
三
十
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日
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に
お
け
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売
出
金
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・
局
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確

、
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璋
正
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、
一
知
界
の
有
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あ
れ
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そ
の
明
細

詳
細
に
つ
い
て
は
俳
中
小
企
業
相
疹
三

T
E
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部
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二
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第87号

良じ的な側各・正札販売の店

(錦三糎到便物認可)

f

亜営業品目
こ婚礼家具/ご婚礼組夜具/ドレッサー/応接
セット/害斎家具/ベッド/敷物/カーテン/
お台所用家具/事務用家具/ベビー用家具/ル
ームアクセサリー/座敷机/タンス/その他

ノ

ノ
V

、

ノ

奈良会議所

券

Ii

レユ亨・リース

必塾なとき、必習む車が、スグそろいま・1、。
柿杓"代にぴったりの介理.的左・システ1、
貴村く1是非ご検討くだきい。
お問い介力せは・・・・・60742(26)2223

イ冨頼のネνトワー,

奈良営業所奈良ホ杉ケ町30 君0742(26)2223

(

尋

壬,ξ,モ'4-
^
'

奈良市二条Nn丁目1-9
大和肌1111打丹後ノⅡ:nl}
4'駒市谷刑町1邪0

^,

'
'

^

^

圭

,鶏 1、

^

J.三ト

^

12

企業と家庭に奉仕する

榮相^

設計・計画・監理

'岳

イソテ1

^J

、゛

^

淡

^

→一

m蝿
07朝5fe

"t o?ι37

ユ

ユ゛

JJ-、、"

^

(33) 7671
(田辨釘
(4 )?181

ス

弓1丁・、食品
冷凍冷菓

^

お菓子は徳村

各種奈良県代理

徳村商店

奈 良
プぐ宮・
下市

番地

昭和50年12月10日(毎月1回10日発行)

西大寺・東生駒・天理・高田・桜升,橿原・五条
上市・郡山(大和小泉)・大阪(北区南森田D

菓子食品部
冷凍冷菓部

互

IT 三三会、

代表徳村楢良
奈良市大森町 24番地 TEL 0742-24-2001~4
奈良市川ノ上岡'14番地 IEL 0742-22-0122~3

亀,

献部桝合設・十
オ、社及び
奈良鄭務所
京都事務所
大阪事務所

奈良市大宮町 1丁目 6番21号 TEL 奈良(0742)34-N61代
京都市中京区御池通御幸町犯屋町京都府旅館会館侃京都(075)221-16訟(代)
大阪市淀川区宮原2丁目13-12桝谷ビル侃大阪(06)391-5071代

商機をつかむノ
、.

レンタをご利用ください。
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